
2026 年 4 月 14 日 

 

資料受託記念展示「大阪・関西万博 住友館のレガシー」開催 

2026 年 4 月 21 日（火）～7 月 31 日（土） 

場所：泉屋博古館 休憩室（饕餮の間） 
 

共催：住友グループ各社、泉屋博古館 
 

 

2025 年 4 月 13 日から 10 月 13 日まで大阪・夢洲にて開催された「大阪・関西万博」。 

住友グループが出展した「住友館」では、住友グループ発展の礎となった愛媛県別子銅山の森に

着想を得て、森を巡る冒険「UNKNOWN FOREST 誰も知らない、いのちの物語」をパビリオンの

柱に、人と自然との共生、持続可能な社会の在り方を探りました。また次世代への継承を意識し、

「植林体験」を実施し、そこで鉢に移し替えられた苗木は「いのちの森」に植林され、万博が閉幕

してもなお、いのちの物語が続いています。万博閉幕後、住友館自体は姿を消しましたが、そこで

芽吹いた「未来への気づき」や「共創の心」まで消えてしまわないように、住友グループでは、各

社及び関連施設に分けて展示物やデータを保管することにしました。 

 このたび、その保管先の一つに選ばれた泉屋博古館では、万博開幕から一年を記念して、住友館

から受託した資料の一部を展示します。住友コレクションの美術館である泉屋博古館は、緑豊かな

京都東山の山麓に位置し、そこから住友館が掲げたテーマを改めて振り返り、発信いたします。 

 さあ、森からはじまる未来へ。 

 

 

１． タイトル  

資料受託記念「大阪・関西万博 住友館のレガシー」 

 



２．開催場所 

泉屋博古館 休憩室（饕餮の間） 

1960 年に住友家伝来の美術品を公開研究する美

術館として誕生した泉屋博古館。現在の１号館

が竣工したのは 1970 年３月のことで、その年の

大阪万博の開幕にあわせて住友グループの迎賓

館的性格を兼ね備えて建設された 70 年万博のレ

ガシーです。 
 

泉屋博古館 

京都市左京区鹿ヶ谷下宮ノ前町 24 
 

◆京都市バスでお越しの方 

(5)(93)(203)(204)系統｢東天王町｣下車 東へ 200 メートル／(32)系統｢宮ノ前町｣下車すぐ 

JR・新幹線・近鉄電車｢京都｣駅から(5)系統 阪急電車｢烏丸｣駅から(32)(203)系統 

京阪電車｢三条｣駅から(5)系統 地下鉄烏丸線｢丸太町｣駅から(93)(204)系統 
 

◆京都市営地下鉄でお越しの方 

東西線「蹴上駅」より徒歩 20 分 

 

３．会期 

2026 年 4 月 21 日（火）～ 7 月 31 日（金）予定 

休館日 月曜日（祝日の場合は開館し、翌平日休館）、4 月 24 日（金）、5 月 8 日（金） 

 

４．出展資料（予定） 

①住友館公式スタンプ ②住友館グッズ ③住友館木製ベンチ ④森の種明かし（ジオラマ） 

⑤「UNKNOWN FOREST」から、どんぐりやランタンなど（写真撮影も可能です） 

 

＊観覧には、同時開催している展覧会の観覧料が必要です。 

・4 月 21 日～6 月 28 日まで 一般 1,200 円、学生 800 円、18 歳以下無料 

・特別展「文化財よ、永遠に 2026 次代につなぐ技とひと 住友財団文化財維持・修復事業助 

成の成果展示」 

・ブロンズギャラリー「中国青銅器の時代」  

・6 月 30 日～7 月 31 日まで 一般 600 円、学生 400 円、18 歳以下無料 

ブロンズギャラリー「中国青銅器の時代」   

 

お問い合わせ 

［泉屋博古館］℡ 075-771-6411 e-mail: info@sen-oku.or.jp 

https://sen-oku.or.jp/inquiry/ 

以上 

饕餮の間 


